
VI 調査の成果

火山噴火及び集落拡大と洪水との因果関係

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 坂口

1. はじめに

元総社北川遺跡 ・元総社牛池川遺跡・総社閑泉明神北

w遺跡は、現牛池川が形成した低地部に立地している。

この発掘調査では、この川が少なくとも弥生時代以降に

たびたび洪水を起こし、特に古墳時代後期における榛名

山の噴火以降は、その規模を著しく増大させていること

が判明した。

一方、この川の上流域にあたる榛名山の南東麓では、

数多くの遺跡が発掘調査されてその集落の動向が明らか

になっているが、集落の拡大する時期はこの遺跡群で洪

水が増大する時期とほぼ軌を一にしている。

したがって、ここでは洪水規模の増大する要因が、噴

火と集落の拡大にあるとの仮説のもとに、以下にその因

果関係についての検討を試みたい。

2.榛名山の火山噴火

榛名山は古墳時代後期の 6世紀代に、二回の大きな噴

火を起こしている。最初の噴火は 6世紀初頭で榛名ニッ

岳渋川テフラ(FA)を、二回目は 6世紀中葉で榛名ニッ

岳伊香保テフラ(Fp)をそれぞれ噴出し、いずれも榛名

山の東麓一帯を中心に、火山灰を堆積させている（町

田 ・新井1992、早田1996・1998、坂口1993)。

本遺跡群では、 FAとこれに伴う泥流、及びFPとこ

れに伴う泥流を確認した（図 1)。FAは層厚10cmほどで、

層厚 1cmのSlユニット、層厚10cm前後のS7ユニットか

らなり、その上位に最大層厚3.5mのFA泥流が堆積す

る。また、 FPは層厚 1cmのI19ユニットのみで、この

上位に層厚40cmのFP泥流が堆積する。

特徴的なのはFA泥流で、これは最大層厚が3.5mに

及ぶことから、従来の河道を完全に埋没させた上に、低

地全体の底面の標高を上げる結果をもたらした。
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I層：表土（現水田耕作土）。

Il層：盛土（土地改良及び堤防）。

m層：黒褐色土。As-B軽石含む。
w層：砂質褐色土。
v層：洪水砂礫。
VI層：灰褐色シルト。

VII層：灰黄色シルト。FP泥流。

VIII層：榛名ニッ岳伊香保テフラ(Hr-

FP, I-19ユニット、黄色火

山灰、 6世紀中葉）。

IX層： FP下面水田耕作土。

x層： FA泥流。
X I層：榛名ニツ岳渋川テフラ(Hr-

FA, Sl・S7ユニット、 6世

紀初頭）。

X Il層・．黒色土（水田部分は耕作土）。

x皿層：黄褐色洪水砂。
XN層：灰色砂質土（水田部分は耕作土）。

XV層：黄褐色洪水砂。

XVI層：暗褐色土（水田部分は耕作土）。

XVII層：黒色土、多最のAs-C軽石含

む「C混土」。

XVIII層 ：浅間C軽石（As-C、黄褐色軽

石、 3世紀後半）。

XIX層：黒色土。

xx層：淡色黒色土。
XXI層：灰色シルト。
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図1 元総社北川遺跡 (MK)D区基本土層柱状図
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図2 元総社北川遺跡 (MK) D区東壁士層断面図
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3.牛池川の概要

牛池川は、最高峰1,448mの榛名山の南東麓を刻む小

河川のひとつである。北群馬郡榛東村の宮室付近を源流

として、前橋市元総社町で染谷川に合流する長さ 8km

の河川で、源流からこの遺跡群までの距離は約 5kmで

ある。

源流部付近の標裔は約250m、染谷川との合流部では

約105m、その比高約145mであることから、平均的な勾

配は約1.8％である。また、本遺跡群の標高は約120m、

源流部との比商は130mで、源流部から本遺跡群までの

平均的な勾配は2.6％である。さらに、本遺跡群から染谷

川との合流部までの比高は15mで、勾配は0.5％である

ことから、この川は源流部から本遺跡群までの間が急勾

配で、この地点から下流ではその勾配を 5分の 1に減ず

ることになる。

4.河道規模の増大

発掘調査では弥生時代から平安時代以降までの牛池川

の旧河道を確認したが、この川は時代によって河川の規

模や流路が変化している。弥生時代後期から古墳時代前

期にかけての平均的な河道の規模は上幅3m、深さ lm

ほどで、これが古墳時代後期のFA直下になると上幅2

m、深さ50cmほどに縮小する。しかし、平安時代以降

には上幅9m、深さ 2mにその規模を著しく増大させ（図

2）、一部には堆積したFA泥流を全て削平し、さらに

下層のFA下面水田の耕作土をも削平している部分が存

在する（図3)。

流路については、基本的に弥生時代から古墳時代後期

のFA直下までは、ほぼ同じ流路が踏襲される。しかし、

最大層厚3.5mのFA泥流が堆積した以降にそれは大き

く変わるが（図3）、この原因には次の二つのことが考え

られる。すなわち、 ①FA泥流の堆積によって河道が完

全に埋没することから、その後の河道が踏襲する窪みを

一時的に失うこと。②FA泥流以降には、増大した洪水

が従来の流路を大きく逸脱して、新たな河道が形成され

ることの二つであると考えられる。

5.上流域における集落の動向

本遺跡群の上流域一帯には、多くの遺跡が立地する。

なかでも注目されるには、 三ッ寺 I遺跡、北谷遺跡の豪

族居館とその周辺の集落遺跡である。特に三ッ寺 I遺跡

炉
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図3 元総社北川遺跡 (MK)FA下面全体図 （白く抜けた

部分が平安時代以降の河道）
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VI 調査の成果

図4 上流域における集落の分布図 (S= 1:25,000) (1：本遺跡群 2：熊野堂遺跡 3：井出村東遺跡 4：三ッ寺 I遺跡 5：中林遺跡

6：三ッ寺II遺跡 7：三ッ寺皿遺跡 8：堤上遺跡 9：保渡田東遺跡 10：徳晶寺前遺跡 11：保渡田古墳群 12：北谷遺跡）
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図5 熊野堂遺跡竪穴住居変遷図
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図7 保渡田東遺跡竪穴住居変遷図
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図6 三ッ寺 I遺跡周辺竪穴住居変遷図
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図8 雨水の河川流出パターン （中根2004より抜粋）
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の周辺では、小河川の縁辺部に沿った 3km程の範囲に

集落の動向が把握されていることから、ここでは直接的

に牛池川の流域ではないが、三ッ寺 I遺跡を含む周辺集

落の動向を確認してみたい（図4,坂口1990)。

この流域では、井野川の縁辺部に面した熊野堂遺跡に

おいて、 4世紀代から集落が出現して11世紀代まで継続

する（図 5）。一方、 5世紀代には小河川を1.5kmほど遡

った三ッ寺 I遺跡の周辺で集落が出現して、 11世紀代ま

で継続する（図 6)。さらに、 7世紀代には三ッ寺 I遺跡

から1.5kmほど遡った保渡田東遺跡の周辺で集落が出現

して、 11世紀代まで継続している（図 7)。

これらの分布状況を見ると、古墳時代から平安時代に

かけて集落は河川の上流域に向けて次第に拡大してお

り、これは主として水田耕作地の拡大を意図した、河川

の上流域への開発の進行と理解することができる。また、

この傾向はFAが降下する直前の 5世紀以降に顕著に認

められる現象である。

前述のように、これらの集落は牛池川の直接的な上流

域ではないが、おそらく同様な現象は榛名山の南東麓を

刻む複数の小河川で認められる可能性が高い。これは牛

池川の南側をほぽ平行して流下する染谷川の流域におい

て、 5世紀後半の豪族居館である北谷遺跡の調査例がそ

の傍証となろう（田辺2005)。つまり、北谷遺跡の周辺に

おいても三ッ寺 I遺跡の周辺と同様な、当該期における

集落の急激な増加が予想されるのである。

6.火山噴火・集落拡大と洪水との関係

火山が噴火した場合、降下火山灰が植生に及ぽす影響

が大きいことは、現在の北海道 ・有珠山や長崎県・雲仙

普賢岳の例にみるように明らかである。つまり、降灰な

どで山麓の木が枯れ、一帯の植生が荒廃する例は多い。

山麓の森林が荒廃すると、山麓全体の保水力は低下す

ることが予想され、雨水などの降水が山麓の河川に流出

する量が増加し、流出時間も短くなる（図 8' 中根2004)。

浸透能力が低い土壌の場合（木のない山）、浸透能力が高

い土壌（森林の山）と比較すると、河川に流出するピーク

流量が多く、しかも短時間に流出することから洪水の危

険性が高くなる。 6世紀代における FA・FPの噴火に

よる降灰で、山麓の森林がどの程度荒廃したかは不明で

あるが、降灰によって山麓の森林が荒廃し、そこから流

出する水量が増加したことから、洪水の頻度が多くなっ

たことは想像に難くない。

また、山腹に火山灰などが堆積すると、火山灰が「防

水膜」となって地中に浸透する雨水の量が減り、堆積し

た火山灰の表面を流れるようになるとの見解がある（池

谷2003）。これもまた、噴火後における表面流の増加を

助長する大きな要因のひとつである。

以上のことから、 6世紀代に起きた榛名山の2回の噴

火以降に河道規模が増大する現象の要因は、火山灰によ

る森林の荒廃と、先述した上流域における集落の拡大に

あるものと考えられる。つまり、噴火による降灰で山麓

の森林が荒廃して保水力が低下するとともに、地中に浸

透する雨水の量が減少して表面流が増加した。一方、三

ッ寺I遺跡の周辺地域に代表される、集落域及び畑耕作

域の拡大に伴って森林が伐採される機会が増加し、これ

が河川の上流域に向けて進行することから、山麓全体の

保水力が低下した。この両者の相互作用によって発生す

る洪水の規模が増大し、河道規模が拡大した可能性が高

いものと考えられるのである。

7.おわりに

以上、洪水が増大した要因は、火山噴火と上流域にお

ける集落の拡大にあるとの結論に達した。これは森林と

川との関わりを明確に示す資料でもあるが、こうした視

点で榛名山の噴火以降における、流域集落の動向を再検

討する必要があるものと考えられる。

また、本遺跡群の発掘調査の原因は、河川改修事業で

ある。これは現在でもしばしば起こる牛池川の洪水調節

がその目的であるが、ここでの結論は山麓も含めた地域

全体のこの川にまつわる、将来への指針のひとつのにな

るものと言えよう。
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